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Ⅰ．研究の背景および問い

　多くの先進国ではコスト高や新興国の追い上

げ等の要因で，従来の地域産業が競争力を失い

経済が衰退するという状況に直面しており，そ

れは我が国でも例外ではない。この状況の克服

に向けて，産業構造の高度化による競争力の高

い地域新産業を振興する取組みが世界の各地域

で推進されている。同様の状況はドイツにおい

ても経験しており，東欧をはじめとする新興国

との競争にも晒され，コストの高い同国でも企

業活動により十分な収益と雇用を生み出し地域

を潤すことが求められた（岩本，2015）。同国

では伝統的に分権していて各州政府は経済開発

を含めた様々な施策を実施するための相当な権

限を有しており，地域産業の振興に向けた産業

クラスター政策が各州政府を中心に進められて

きた。この取組みでは，従来の枠組みを越えた

域内外の様々な業種の企業，大学・研究機関，

公的部門，および市民団体等の異分野間連携を

通してイノベーションを促進し，地域の潜在力

を活かした付加価値の高い事業創造を推進する

ことを目指している。また同施策は，地域にお

ける社会経済的なインパクトが大きく，全企

業において事業数 99.3％，売上高 33％，雇用

54％を占めるが（Institut für Mittelstands-

forschung （IfM） Bonn, 2022），イノベーショ

ンにより新事業を展開していくための経営資源

の制約がある中小企業を優先的に支援すること
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にも重きをおいている。詳細は次節で紹介する

が，ドイツにおける 16 の連邦州のひとつであ

るノルトライン = ヴェストファーレン州（以

下，NRW 州）においても，異分野間連携を通

したイノベーションを促進するための州政府に

よる産業クラスター・プログラムが，2007 年

より成長潜在性の高い産業を対象に推進されて

いる。

　本研究に関連し，これまでに筆者は競争力の

ある地域産業を振興するための，ネットワーク

組織である異分野間連携の重要性に着眼し，地

域システムのもとで連携に向けた複雑な自己組

織化プロセスを促進するためのマネジメントに

ついて探求してきた（Kawabata, 2019, 2020, 

2023）。ここでは，多様・多数で自律的なアクター

で構成されるネットワークにおいて，アクター

間の相互作用を通じて自己組織的に形成される

異分野間連携を，第三者的な事業体（後述の

「クラスター組織」）がいかにマネジメントして

促進したかについての解明に取組んだ。研究を

通して筆者はマネジメントに加え，複雑性に特

徴づけられる異分野の組織間連携の促進に向け

た有効なマネジメントの実施を支えるためのフ

レームワークについても考察することが必要で

あることを認識した。本研究ではネットワー

ク組織としての異分野間連携を対象としてい

るが，同フレームワークについて Powell et al. 

（2005）は，ネットワークの「集団行動（collective 

action）の構造を明らかにする」（p.1133）こ

とが求められるとしている。また，追求する目

的はネットワークの効果として捉えられ，それ

はガバナンスの仕組み（arrangements）によっ

て説明することができる（Moretti, 2017）と

されている。これらの視点を基に，Torfing et 

al.（2012）により，共通目的に向けた集団行

動を導くためのガバナンスを検討する必要があ

ることが提唱されている。

　以上を踏まえ，「地域産業の振興に向けた異

分野間連携の複雑な自己組織化プロセスを促進

するマネジメントの有効性を高めるために，い

かなるガバナンスが，どのように創発・進化す

るのか？」を問いとして，NRW 州の事例を対

象に考察する。

Ⅱ．研究対象の特徴および事例の概要

1．研究対象の特徴

　異分野間連携をはじめとする組織間連携の重

要性は，相互依存するダイナミックで複雑な経

済・産業においてますます重要性を増しており，

多くの地域で産業振興に向けた連携促進への取

組みが行われている。ここで促進のマネジメン

図表 1．研究対象の全体像

出所：筆者作成

企業
その他機関

ガバナンス
マネジメント

地域産業の振興に向けた異分野間連携

クラスター組織（事業体）

大学

超国家（例： ）、国、および 地方政府

ガバナンス

多様、多数、自立的で、相互依存的なアク
ターにより構成されるネットワーク

図表
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トの対象となる組織間連携は，多様かつ多数の

自律的でありながら相互依存するアクターから

構成されるネットワークを基盤に，複雑な自己

組織化プロセスを経て形成されることが示され

て お り（Fuchs, 2003; Heylighen, 2008; 2013; 

Plowman et al. 2007），その促進のためのマネ

ジメントは同プロセスを目標指向的に（Imada, 

2008）方向付けるものとなる。前節で紹介した

視点に基づくと，このマネジメントの有効性を

高めるためのガバナンスが創発され進化するこ

ととなる。

　以上を踏まえて本稿では研究対象とする事例

として，ドイツにおける地域産業のイノベー

ション能力を強化し競争力を高めるための産業

クラスター・イニシアチブに着眼し，その一つ

として活動している NRW 州の医療系産業クラ

スターについて検討する。同事例では，NRW

州における医療系産業の振興を目的に，地方・

国・超国家（EU）政府の影響のもとで活動を

展開するクラスター組織の支援を受け，域内外

の企業・大学等研究機関・医療機関・患者代表

等（つまり，多様・多数で自律的であるが目的

の実現に向けては相互依存的なアクター）が異

分野間連携の促進に取組んでおり，本研究の対

象としてふさわしい事例である。

　

2．事例の概要：NRW 州の産業クラスター政

策およびクラスター組織

　20 世紀の後半にリーディング産業であった

鉄鋼業や石炭産業が衰退した NRW 州では，

大企業のみではなく多くの中小企業や大学を

はじめとする研究機関が集積する強みを活か

し，ドイツ最大の同州人口および経済統合が進

む EU 諸国やグローバル化がもたらす市場機

会を獲得すべく，産業高度化に取組んできた

（Kawabata, 2019, 2023）。

　その一貫として 2007 年に NRW 州政府によ

り産業クラスター政策が開始され，高い潜在成

長力を持つ主要市場（Leitmarkt）を対象に，

「強みの一層の強化，競争力・イノベーション・

持続可能性の向上，中小企業の振興」を目的

として支援している。現在では，NRW 州政府

が策定した 「ノルトライン＝ヴェストファーレ

ン州の地域イノベーション戦略（2021-2027）」

（Ministerium für Wirtschaft, Innovation, 

Digitalisierung und Energie des Landes 

Nordrhein-Westfalen, 2021）に基づき 7 つの

イノベーション分野を対象に（図表 2），その

もとで 17 の産業分野のクラスター組織（各イ

ノベーション分野に一つあるいは複数が属す

る）が同州政府によって指定され資金提供およ

び監督を受けている。 

　「革新的医療，健康，ライフサイエンス」は

7 つのイノベーション分野の 1 つであり，同分

野で活動し本稿の対象事例であるクラスター

組 織 の Cluster Medizin.NRW は， 同 州 政 府

の文化科学省（Ministeriums für Kultur und 

Wissenschaft：以下，「MKW」）から資金提供

および監督を受けている。図表 3 は，Cluster 

Medizin.NRW の概要である。

1．革新的素材とインテリジェント生産

2．コネクテッドモビリティと物流

3．環境と循環型経済

4．エネルギーと革新的建設

5．革新的医療，健康，ライフサイエンス

6．文化，メディア，クリエイティブ産業，革新的サービス

7．未来の主要技術と ICT

出所：Ministerium für Wirtschaft, Innovation, Digitalisierung und 

Energie des Landes Nordrhein-Westfalen （2021）をもとに筆者

作成

図表 2．7 つのイノベーション分野
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Ⅲ．着眼する理論的視点

　本稿は，研究対象とする単独事例の調査結果

を基に，地域産業の振興に向けた異分野間連携

を促進するためのガバナンスとマネジメントに

ついて考察することを主な目的としている。し

たがって，理論構築を目的とした詳細な先行研

究のレビューとそれに基づく他事例を含めた比

較分析は他の機会に譲るが，論点を明確にした

うえで対象事例を考察するために，着眼する理

論的視点の概要を以下に紹介する。

　

1．ガバナンスとその研究対象

（1）ガバナンスの定義

　本稿では先行研究（Meuleman, 2008; Peter 

et al., 2022; Torfing et al., 2012 等）に基づき，

ガバナンスを「経済・社会における産業，学術，

公共，市民から構成されるアクターが，それら

の間の相互作用を伴う集団的意思決定の実践を

通じて，共通に受け入れられる目標に向けて導

かれるプロセス」と定義する。

　ガバナンスを捉えるための枠組みとして，

Gjaltema et al., （2020）は後述のメタガバナン

スについて以下の次元に基づき検討している。

●　なぜ（目的）

●　誰が（ガバナー）

●　何を（ガバナンスの対象）

●　どのように（実施）

　本稿では，この視点を他のタイプのガバナン

スにも適用して考察する。

　

（2）ガバナンスの対象としてのネットワーク

　第Ⅰ節で論じたように，本稿ではネットワー

クを対象とするガバナンスについて考察する。

ネットワークガバナンスの戦略的課題は，「ネッ

トワーク目標を達成するために，ネットワーク

が組織的および組織間の取り決め（調整メカニ

ズム，パートナー選択など）を効果的にマネジ

メントする方法」（Moretti, 2017, p.13）を明

Cluster Medizin.NRW：

・設立：2019 年 1 月

・デュッセルドルフに拠点を置くクラスター組織

・MKW による公開入札と契約に基づき，DLR Project Management Agency が運営

・主要なテーマ分野：医療技術，臨床研究，デジタル化とパーソナライゼーション 

・約 350 のアクターが参加（2024 年 9 月）：ワーキンググループ（「ライトハウス」）に積極

的に参加しているアクター数

・アクターの構成：企業（主に中小企業およびスタートアップ，分野は医療技術・バイオお

よび健康保険等），大学・研究機関，大学病院，患者代表，その他 

・ ス タ ッ フ 数：3 名（ ク ラ ス タ ー マ ネ ー ジ ャ ー を 含 む ）+ DLR Project Management 

Agency からのサポートスタッフ（バックオフィスサポート：イベント管理，ウェブサイト・

ホスティングなど） 

・MKW からの資金援助

・目的：革新的な医療分野における NRW 州の主導的な地位の獲得に向け，バリューチェー

ンに沿ったイノベーションを加速するための支援を通じて，NRW 州の革新的な医療とそ

のアクターのための中心的なコンピテンス・プラットフォームとしての役割を担う

・活動：情報提供（トレンド，資金など），ネットワーキング / マッチング，サービスとア

ドバイス，ロケーションマーケティング

出所：Cluster Medizin.NRW および 2024 年 9 月実施インタビューをもとに筆者作成

図表 3．Cluster Medizin.NRW 概要
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らかにすることである。本研究おけるネット

ワーク目標は，異分野間連携に向けた自己組織

化プロセスを促進させることによる地域産業の

振興である。ここで対象となるネットワーク

は，多数の自律的かつ相互依存的な人々から構

成される複雑なシステムとしての特徴を持つ

（Heylighen, 2008）。

　

2．ガバナンスの様式

　以下，本研究の対象に効果的なガバナンスの

様式について先行研究を基に検討する。

　

（1）協調的ガバナンス

　協調的ガバナンスは Peters et al. （2022）に

より，階層的な指揮・統制や市場ベースの競争

に代わり，公共および民間のアクターによる共

通の問題を共同で解決するための構造とプロセ

スとして紹介されている。同ガバナンスは多元

的な調整を強化し，「サービスの共同生産と社

会的な解決策の共同創造を促進する」（同，p.34）

ことで，複雑な問題の解決に向けた革新的な方

法の提供に効果的であると説明されている。

　以上を踏まえ，上述の Gjaltema et al. （2020）

によるガバナンスを捉えるための次元を基に，

地域産業を促進するための協調的ガバナンスを

整理すると，

（1）なぜ（目的）：複雑な社会問題を解決す

る（Peters et al., 2022）ことが目的で

あり，本研究では地域産業の振興に向け

異分野間連携の複雑な自己組織化プロセ

ス促進させることが該当する。

（2） 誰が（ガバナー）：公共機関と非国家コ

ミュニティグループ（Ansell & Gash, 

2008; Ansell, 2012） に よ り 形 成 さ れ

る，ネットワーク管理組織（Provan & 

Kenis, 2008）の中心的な複数のステー

クホルダーによるガバナンスが実施され

る。具体的には，上述の事例概要で紹介

したクラスター組織におけるボードメン

バー等が該当する。

（3）何を（ガバナンスの対象）：公共，民間，

市民の領域（Emerson et al., 2012）が

ガバナンスの対象となり，本研究では，

公共，産業，学術，市民社会からの多様・

多数で自律的であるが相互依存的なアク

ターが該当する。

（4）どのように（実施）：合意指向（民主的），

熟議的，包括的（Ansell, 2012）な活動

指針に基づきネットワーク内のプロセ

ス・相互作用をガバナンス，つまりネッ

トワークをマネジメントすることである

（Morretti, 2017; Vangen et al., 2015）。

本研究では Kawabata （2020; 2023）で

紹介されているように，アクター間の

相互作用を促進するための（プラット

フォームとしての）場の設立・改良，お

よびマッチングへの働きかけ等が該当す

る。

　

（2）メタガバナンス

　本研究の対象に効果的なガバナンスの様式

として，Peters et al. （2022）および Thuesen 

（2013）等により，上述の協調的ガバナンスの

問題（不十分な意思決定等）に対応するための

「ガバナンスのガバナンス」であるメタガバナ

ンスについても論じられている。これらの先行

研究を基に，メタガバナンスは以下のタイプに

分類することができる。

1．ハンズ・オフ ＆ 限定的な介入（ネットワー

ク・フレーミング）

2．ハンズ・オフ ＆ 強力な介入（ネットワー

ク設計）

3．ハンズ・オン ＆ 限定的な介入（ネットワー

ク管理）

4．ハンズ・オン ＆ 強力な介入（ネットワー

ク参加）

　またメタガバナンスについては，相互作用的

で協調的なガバナンスのアリーナを設立および

閉鎖する力があることについても紹介されてい

る（Torfing et al., 2012）。

　ここで，本研究のテーマである地域産業の振

興のためのメタガバナンスについて，ガバナン

スを捉えるための次元で整理すると，

（1）なぜ（目的）：協調的ガバナンスの問題
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に対応するためであり，地域産業を振興

するために産業クラスター（協調的ガバ

ナンスのネットワーク）を導くことが該

当する（Kawabata, 2019, 2023）。

（2）誰が（ガバナー）：超国家，国，地方レ

ベルの公共部門のアクター（Gjaltema 

et al., 2020）であり，本研究において

は対象事例である NRW 州政府が運営

す る 地 域 シ ス テ ム（Kawabata, 2019; 

2023）を中心に，その他 EU，連邦政府

で構成するメタガバナーが該当する。

（3）何を（ガバナンスの対象）：複数の領域，

すなわち公共，市場，学術，および市民

社会（Gjaltema et al., 2020）で構成さ

れ，多様・多数で自律的であるが相互依

存的なアクターで構成されるネットワー

クとしての産業クラスターが該当する

（Kawabata, 2019; 2023）。

（4）どのように（実施）：厳しすぎないが，

一方でシャドウ・オブ・ヒエラルキー

が存在する状態であり（Peters et al., 

2022; Torfing et al., 2012），具体的には

資金提供・コミュニケーション・評価・

意思決定への参画等により，産業クラス

ターを構成するネットワーク（およびそ

れを支援するクラスター組織）に対する

方向づけが行われていることが該当する

（Kawabata, 2019; 2023）。

　

3．協調的ガバナンスの創発と進化およびマネ

ジメントの有効性

　Morcol （2014）は，ますます複雑でダイナ

ミックな社会問題が存在するなかで「複雑なガ

バナンスネットワークの自己組織化，創発，共

進化的プロセス」（p.5）が展開されていること

を示している。これは，望ましい成果の追求

に向けて必要な多様性（requisite variety）を

確立し，同時に自己組織化により反省的な立

場（reflexive stance）を取り，複雑な適応シ

ステム（complex adaptive system）の一部に

なることを示している（Bosin, 2023）。協調的

ガバナンスの創発・進化のプロセスについては，

Emerson et al.（2011）が協調的ガバナンスの

ダイナミクスに関する統合フレームワークを提

唱しており，適応を通じた協調的ガバナンスに

おける自己組織化の循環プロセスが展開される

ことを示している。

　ネットワークへの協調的ガバナンスの有効性

に関連し，Torfing et al., （2012）は，ネット

ワークガバナンスの有効性には無形の成果が含

まれ，施策の目標は常に変化していることを指

摘しており，有効なネットワークガバナンスが

もたらすインパクトとして，「施策問題の解決

や新たな機会の提供に貢献する資源，アイデア，

エネルギーの協調的な動員と展開」（p.166）を

挙げている。

　これまでの議論を踏まえると，ガバナンス

のマネジメントの有効性への影響については，

ネットワークマネジメント（上述ガバナンス

を捉えるための次元における「どのように」）

がガバナンスプロセスの一部として実施さ

れ（Ansell and Gash, 2008; Klijn et al., 2010; 

Moretti, 2017），それによりもたらされた上述

のインパクトの評価に基づき，協調的ガバナン

スを進化させることを通じてマネジメントの有

効性を維持することが可能であると考えること

ができる。

　

4．理論に基づく視点

　以上の議論に基づき，研究対象の事例を検討

するにあたり着眼すべき理論に基づく視点を整

理する。

　まず協調的ガバナンスの創発と進化に影響を

与える要因に関しては，上述の協調的ガバナン

スのダイナミクスに関する統合フレームワー

クを示した Emerson et al. （2011）に基づき周

辺状況とし，本研究ではメタガバナンスも含

めて考察の対象とする。また，これら要因を

Kawabata （2020; 2023）に基づきマクロ，ミ

クロ，ソーシャルネットワークの要因に分類し

てそれぞれ正および負の影響として整理する。

　次に協調的ガバナンスについては，同ガバナ

ンスの目的（なぜ）は自己組織化を通した創発・

共進化的プロセスを通じて共通に受け入れられ
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るものとして特定・合意され，次にガバナー（誰

が）とガバナンスの対象（何を）が形成される。

そのうえで，協調的ガバナンスの実施（どのよ

うに）では，包括的・民主的な方法によりネッ

トワークマネジメントが実施され，創発的な相

互作用を促進するための場の設立・改良，およ

びマッチングへの介入が行われる（Kawabata, 

2020; 2023）。

　最後に，協調的ガバナンスの進化については，

同ガバナンスを実施する主体であるガバナー

（誰が）による自己評価およびメタガバナーに

よる評価に基づき，協調的ガバナンスにおける

目標（なぜ），ガバナー（誰が）の構成，ガバ

ナンスの対象（何を）を見直し，そのうえでど

のように（実施）の改良につながる。

　

Ⅳ．ドイツ NRW 州の医療系産業クラ

スターのガバナンスとマネジメント

　本節では，研究事例の対象となるドイツ

NRW 州のデュッセルドルフに拠点を置く医療

系産業クラスター組織のガバナンスとマネジメ

ントについて紹介する。以下，調査の方法を説

明したうえで，上述「理論に基づく視点」を基

に，調査の結果を整理する。記述は主にインタ

ビュー結果を基にしているが，二次資料を基に

した記述は引用元を示している。

　

1．調査の方法

　本稿の事例研究の対象となる医療系産業クラ

スター組織（Cluster Medizin.NRW）のガバ

ナンスに関するデータについて，まず協調的ガ

バナンスは同クラスター組織のホームページ，

メタガバナンスは NRW 州政府および EU 機

関のホームページから二次資料を収集した。こ

れらを基にリサーチクエスチョンに関連する入

手可能な情報を整理したうえでインタビュー項

目を作成し，対象事例である Cluster Medizin.

NRW を率いるマネージング・ディレクター（以

下，「MD」）に事前に同項目を送付し，2024 年

9 月 12 日に同 MD にインタビューを実施した。

　本研究では，どのようなガバナンスがいかに

して創発・進化したかについて定性的に分析す

ることを目的としていることから，同クラス

ター組織が設立された 2019 年から今日までの

動向についてデータを収集した。

　

2．周辺状況

　協調的ガバナンスの創発と進化に影響を与え

る要因としての周辺状況については，上述の分

類に基づき正・負のマクロおよびミクロ要因が

以下のように確認された。

（正の要因）

　正のマクロ要因（制度およびセクターレベル）

・スマート特化戦略（詳細は後述）を掲げ

る欧州連合（EU）の機関である欧州地域

開発基金（ERDF）から NRW 州政府への

資金提供。同州政府は，Cluster Medizin.

NRW 設立の初年度（2019 年）に同資金

を活用。

・NRW 州政府が指定するイノベーション

分野（革新的医療，健康，ライフサイエ

ンス）のクラスター組織として，Cluster 

Medizin.NRW を同州政府の文化科学省

（MKW）が設立し，資金提供および監督

を実施。

・異分野間連携による研究開発や事業創出に

対して，公共セクター等により提供される

プロジェクトファンド（競争的資金）。

　正のミクロ要因（ビジネス戦略および組織レ

ベル）

・州政府によって指定された明確な領域，お

よび同領域における内外の大きな市場機会

・異分野間連携に必要な，多数の大学（医療

系含む）・研究機関，医療機関，企業（中

小企業，スタートアップを含む）の存在。

・上記のアクター間の同領域における新産業

の振興に向けた相互依存性（補完性）。

　

（負の要因）

　負のマクロ要因（制度およびセクターレベル）

・ドイツで最も人口の多い州である NRW

州の多様な構造（多様・多数なステークホ
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ルダーの存在）において，（1）クラスター

組織として価値・利益を生み出す存在であ

ると認識されコミュニティに受け入れられ

るという点で，クラスター組織として知名

度を上げるためのハードル，（2）ステーク

ホルダーを調整および組織化するための

ハードルの存在。

　負のミクロ要因（ビジネス戦略および組織レ

ベル）

・（多様な構造の下で）共通の領域を広め共

有するためのハードルの存在。

3．メタガバナンス

　以下，超国家，国家，地方のレベルにおける，

Cluster Medizin.NRW の協調的ガバナンスに

対するメタガバナンスについて紹介する。

（1）欧州連合（EU）

　欧州連合（以下，「EU」）では，2010 年より

域内の競争力の向上を目指してスマート特化

戦 略（Smart Specialization Strategies; S3）

を推進しており（European Commission），構

造 基 金 に 関 す る 規 則 2021-2027（Structural 

Funds Regulations 2021-2027）が定める

5 つ の 基 本 的 政 策 目 標 の 第 1 項 目（Policy 

Objective No.1）において，「革新的でスマー

トな経済変革と地域の ICT 接続を促進するこ

とで，より競争力がありスマートなヨーロッパ

を実現すること」を掲げている（Wirtschaft 

NRW; Interreg）。

　この基本的政策目標の第 1 項目をベースとし

て，NRW 州における地域イノベーション戦略

2021-2027（Regionalen Innovationsstrategie 

für Nordrhein-Westfalen 2021-2027） が 制 定

され，本稿の対象事例である Cluster Medizin.

NRW が活動する「革新的医療，健康，ライフ

サイエンス」を含む 7 つのイノベーション分野

が優先的な振興対象として指定された。また，

NRW 州政府は上述の構造基金の規則に基づき

支給される欧州地域開発基金（ERDF）のファ

ンドを受給し，同州政府の産業クラスター政策

の も と で MKW が Cluster Medizin.NRW に

対して，設立初年度（2019 年）に同ファンド

を含めた資金提供をした（次年度以降は，同州

政府のみの資金提供）。

　

（2）連邦政府

　ドイツの連邦政府については，同政府の機関

であり医薬品・医療機器の安全性向上を目的と

して許可業務等を実施する連邦医薬品医療機器

機 構（Bundesinstituts für Arzneimittel und 

Medizinprodukte; BfArM）の職員 1 名を招き，

NRW 主政府（MKW）の任命により，Cluster 

Medizin.NRW のアドバイザリーボードのメン

バーとして意思決定に参画している。

　

（3）NRW 州政府

　上述の NRW 州における地域イノベーショ

ン 戦 略 2021-2027 の も と で，NRW 州 政 府 の

MKW は Cluster Medizin.NRW の主なメタガ

バナーとして監督し，同クラスター組織の協調

的ガバナンスに以下の手段を通して影響を及ぼ

している。

　まず，Cluster Medizin.NRW の設立時（2019

年）および一定期間（今回は 2019 ～ 2024 年）

を経た後の公開入札により，Cluster Medizin.

NRW の運営を委託するエージェントを選抜し

て い る。DLR Project Management Agency

は同クラスター組織が設立された 2019 年より

MKW との契約により運営を委託されており，

2024 年に実施された入札の結果，2025 年以降

も引き続き運営を委託され，そのための資金も

支給されている。

　次にMKW は Cluster Medizin.NRW の MD

と，（1）年次ガバナンス会議（パフォーマンス

のレビュー，次年度の計画についての協議），

（2）定期会議（四半期ごとに進捗の共有，フィー

ドバック），（3）日常的なコミュニケーション

およびフィードバック，以上を通して同クラス

ター組織の運営を監督している。

　さらにアドバイザリーボードのメンバーにつ

いては，Cluster Medizin.NRW の MD が推薦

した候補に対して，MKW が同メンバーの任

命を行っている。
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　最後に，MKW は Cluster Medizin.NRW の

アドバイザリーボードの会議および後述する戦

略プロセスの会議に参加して，意思決定プロセ

スに一定の影響を及ぼしている。

　

（4）その他

　メタガバナンスに関しては以上に加え，プ

ロジェクトファンド（競争的資金）の提供に

よる協調的ガバナンスへの影響が考えられ

る。これらファンドは，上述でメタガバナー

として紹介した EU，連邦政府，NRW 州政府

に加え，州内の各市，州レベルの経済振興機

関，およびドイツ研究振興協会（Die Deutsche 

Forschungsgemeinschaft; DFG）が提供して

いる（Cluster Medizin.NRW）。

　筆者がこれまでに調査した他の産業クラス

ターと同様に，同ファンドについては数ある募

集の中から，Cluster Medizin.NRW が取組む

トピック・活動に一致するものを特定したうえ

で，応募要件（成果に向けた異分野のアクター

による連携体制の構築等）を満たす必要がある。

したがって，メタガバナンスとしてクラスター

組織の協調的ガバナンスにおける「どのように

（実施）」（すなわち，求められる連携の成立等

の要件を満たすためのネットワークマネジメン

トとしての場の設立，マッチング，情報提供等）

に影響を及ぼす。

　Cluster Medizin.NRW では，後述するよう

に競争的資金の獲得に関する直接的な支援は実

施していないが，同資金の応募要件で求められ

る連携パートナーのマッチング支援は実施して

おり，協調的ガバナンスの「どのように（実施）」

に一定の影響を与えることが考えられる。

　

4．協調的ガバナンス

　Cluster Medizin.NRW において創発した協

調的ガバナンスについては，上述で紹介したガ

バナンスを捉えるための次元に基づき整理す

る。

　

（1）なぜ（目的）

　Cluster Medizin.NRW としての全体的な目

的は設立当初から今日まで変更はなく，上述

（図表 3）で紹介したように「革新的な医療分

野における NRW 州の主導的な地位の獲得に

向け・・・中心的なコンピテンス・プラット

フォームとしての役割を担う」ことである。

　一方で主な活動範囲については，設立当初は

クラスター組織としての構造・体制の構築が多

くを占めていたが，その後は必要な構造改革に

は適宜取組みながらも，主にネットワークの拡

大や医療系産業クラスター組織として新たなト

ピックの取組みへとシフトし，活動範囲が広

がっている。

（2）誰が（ガバナー）

　クラスター組織としての全体的なガバナンス

を担う主体はアドバイザリーボードであり，そ

のメンバーは科学，ビジネス，医療，公的部門

（連邦政府機関）の専門家で構成され，MD の

推薦により MKW によって任命される。また，

近年ではジェンダー医療など，新たに焦点を当

てたトピックに対応して，同分野の関係者がア

ドバイザリーボードのメンバーとして任命され

ている。

　役割については，将来の問題，新しい優先事

項，サービス・製品，構造・体制の見直しなど

に関する助言をし，後述する戦略プロセスで

MKW および外部専門家とともに戦略の策定

に参画している。

　

（3）何を（ガバナンスの対象）

　まず，ガバナンスの対象としては産業クラス

ターのネットワークを構成するアクターが挙げ

られ，これらは（1）大半が中小およびスター

トアップで構成される企業，（2）大学および研

究機関，（3）その他の産業クラスター，ネット

ワーク，および協会であり，それぞれがおよそ

1/3 を占める。Cluster Medizin.NRW ではメ

ンバーシップ制を採用しておらず，したがって

メンバー料は徴収せず希望するアクターが加入

するオープンネットワークとして運営されてい

る。

　 次 に サ ブ レ ベ ル の 構 成 と し て， 具 体 的
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な ト ピ ッ ク に 焦 点 を 当 て た ラ イ ト ハ ウ ス

（Lighthouse）と呼ばれる複数のワーキンググ

ループが活動している。これらは学際的で分野

を超えた課題への活動であり，プラットフォー

ムとしてネットワーキングの中核となってい

る。具体的な活動としては，対象とするトピッ

クに関する戦略的問題の検討，ポジションペー

パーやホワイトペーパーの作成，イベント開催，

研究開発・製品開発・商業化に向けた共同プロ

ジェクトの形成に取組んでいる。2025 年 7 月

時点では，以下の 6 つの Lighthouse が活動し

ている（Cluster Medizin.NRW）。

・KliFoNet.NRW：診療所および外来診療

部門における臨床研究および臨床試験。

・Digitale.Medizin.NRW：デジタル医療，

遠隔医療，AI，スマート病院，健康アプ

リケーションなど。

・AlternsMedizin.NRW：老化研究，健康

的な老化，老後の健康等。

・Biohybrid.NRW：バイオハイブリッド医

療，バイオプリンティング，生体機能性材

料等。

・GenderMedizin.NRW：ジェンダーに配慮

した医療，医療におけるジェンダーの側面

等。

・Climate&Health.NRW：気候変動による

健康への影響（例：熱波，人獣共通感染症，

抗菌薬耐性）。

　

（4）どのように（実施）

　前節（理論的視点）で論じたように協調的ガ

バナンスは，なぜ（目的）の実現に向けて，誰

が（ガバナー）の合意のもとで，何を（ガバ

ナンスの対象）に対するネットワークマネジ

メントを通して実施される。Cluster Medizin.

NRW では，以下の協調的ガバナンスの実施が

確認された。

　まず Cluster Medizin.NRW の全体的な意思

決定については，（1）上述で紹介した MKW

との年次ガバナンス会議（12 月）および定期

会議（四半期ごと），（2）アドバイザリーボー

ドとの会議（夏・冬），（3）戦略プロセスの策

定，以上により実施される。また，意思決定機

関としての役割は無いが，年次総会が開催さ

れ，NRW 州のすべてのアクターとステークホ

ルダーが招待され，現在および将来着眼してい

るトピックについてクラスター組織としての活

動方針を共有している。

　次に各トピックの推進についてはライトハウ

スの設立・運営が挙げられ，設立においては，

・まず，全体的な方針決定の一貫として，焦

点を当てるべき学際的なトピックに関して

アドバイザリーボードおよび MKW との

間で議論される。

・次に，全体方針に基づき実現していくべき

トピックの具体化に向けた推進力・刺激

（impulse）を与える段階では，トピック

の関連性・州内拠点およびジェンダーのバ

ランスを考慮のうえでアクターを選抜して

運営委員会を形成し，ライトハウスの設立

につなげる。

・最後に，ライトハウス設立後の運営におい

ては，希望するアクターの誰もが参加する

ことができ，意欲的なアクターがリーダー

として推進し（設立当初は上述の運営委員

会を担ったアクターであることが多い），

自律的な活動を通してライトハウスが有機

的かつダイナミックな成長をしていく。

　さらにCluster Medizin.NRWは，クラスター

組織としてマッチング支援を提供しており，ラ

イトハウスにおける活動等を通じてアクターが

NRW 州内外から連携パートナーを見つけるこ

とを支援している。ただし，本支援では競争的

資金の獲得を前提とした連携プロジェクトの提

案書の作成，プロジェクトコンソーシアム形成，

成立した連携プロジェクトの主導（プロジェク

トマネジャーとしての役割）等の直接的な支援

は提供していない。その他支援としては，ライ

トハウス間の相互作用を促すためのプラット

フォームを提供（イベント・ワークショップの

開催，ウェブサイトの運営等）することを通し

てマッチングを促進させている。

　以上に加えて Cluster Medizin.NRW は，ア

クター間およびアクターと外部関係者との相互
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作用を促進するためのアクターに関するデータ

ベースの整備，外部のアクターおよびネット

ワークとの協力関係の構築，SNS 等を活用し

たクラスター組織としての活動の外部への周知

（例えば，ライトハウスの取組みについて）に

も取組んでいる。

　

5．協調的ガバナンスの評価および進化

　Cluster Medizin.NRW は，ビジネス環境を

把握するために主に NRW 州に焦点をあて，

出版物，特許，プロジェクト，関連分野で注目

されるトピックについての動向を継続的にモニ

タリングして分析し，現状における弱点，課題，

新興分野の把握に努めている。

　またクラスター組織として着眼する KPI は，

共同（連携）プロジェクトの実績（件数，成功・

失敗の結果）に加え，（1）ネットワークの規模

（PR 活動の範囲，ウェブサイトでの相互作用，

LinkedIn やニュースレターの登録等で把握さ

れるアクティブなステークホルダーの数），（2）

コンサルティングサービスの利用状況・利用者，

（3）ライトハウスの活動，以上に着眼して活動

実績を自己評価し，上述の MKW との会議の

議題としている。さらに，ライトハウスについ

ては所属するアクターの意向（何・どのように

活動をするかについて）も把握し，意思決定に

反映させている。

　最後に，以上の評価およびデータを踏まえ

て，次年度の活動を検討するための戦略プロセ

スが毎年実施されている。同プロセスは，アド

バイザリーボード，MKW，および外部専門家

（NRW 州全体から約 50 名）で構成されるクラ

スター会議であり，Cluster Medizin.NRW の

スタッフが分析結果の整理および議論や進行を

管理し実施されている。進行は，上述のモニタ

リングや前年の KPI の評価結果を共有したう

えで，（1）次年度に着眼すべきテーマを定義し，

（2）同テーマについての議論をアドバイザリー

ボード，MKW，および外部専門家で深め，（3）

外部専門家が中心となり戦略ペーパーを作成

し，（4）最後に同会議を構成する上述の三者に

より投票が実施される。以上のプロセスを経て

策定された戦略により，必要なガバナンスの改

革（つまり，なぜ（目的）・誰が（ガバナー）・

何を（ガバナンスの対象）・どのように（実施）

に関して）も実施される。

　

Ⅴ．事例の考察

　本節では，医療系産業クラスターとして地域

産業の振興に向けた異分野間連携の促進に取組

む Cluster Medizin.NRW のガバナンスについ

て，第Ⅲ節で紹介した着眼する理論に基づき考

察する。

　

1．周辺状況

　協調的ガバナンスの創発と進化に影響を与え

る要因としての周辺状況については，以下を確

認することができた。まず正のミクロ要因であ

る，医療系産業における大きな市場・成長の可

能性と振興対象となる明確な領域という機会が

存在し，その獲得に向けて多様・多数で自律的

であるが同産業分野の振興のためには相互依存

的な異分野のアクターを有することである。そ

のために，正のマクロ要因としての NRW 州

政府（MKW）の施策により，クラスター組織

である Cluster Medizin.NRW を設立して協調

的ガバナンスを創発させ，負のマクロ要因で

みられたような NRW 州の多様な構造の下で，

共通の領域を広め共有するにあたってハードル

が存在するという負のミクロ要因を克服すべく

活動を展開していった。

　また，正のマクロ要因で記載した NRW 州

政府（MKW）をはじめとするメタガバナンス

を通して，Cluster Medizin.NRW の協調的ガ

バナンスを支援し意思決定を導くための役割が

確認された。メタガバナンスについては以下詳

細を検討する。

　

2．メタガバナンス

　Cluster Medizin.NRW の協調的ガバナンス

に対するメタガバナンスは主に州政府の MKW

により実施されているが，その他の超国家（EU）

および国家（ドイツ連邦政府）レベルも参画す
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る重層的な体制であることが確認された。以下，

ガバナンスを捉えるための次元「1. なぜ（目

的），2. 誰が（ガバナー），3. 何を（ガバナン

スの対象），4. どのように（実施）」に基づき，

各レベルのメタガバナンスを整理する。

　第一に，超国家（EU）レベルにおいては，

1．上 述 の ス マ ー ト 特 化 戦 略 の も と で，

Policy Objective No.1 において「革新的

でスマートな経済変革と地域の ICT 接続

を促進することで，より競争力がありス

マートなヨーロッパを実現すること」の

指針が掲げられ

2．EU 機関である ERDF 等が

3．NRW 州政府（MKW）を通して Cluster 

Medizin.NRW に対し

4．同指針に則りその浸透を目的に（設立初

年度に）ファンドの支援が実施されてい

る。

　第二に，国家（ドイツ連邦政府）レベルにお

いては，

1．医薬品・医療機器の安全性向上の推進を

目的とする

2．連邦医薬品医療機器機構が

3．Cluster Medizin.NRW に対して

4．アドバイザリーボードのメンバーとして

州政府の MKW の任命により意思決定に

参画している。

　第三に，地域政府レベルでは，州政府が代表

的なメタガバナーとして，

1．高い潜在成長力を持つ主要市場である「革

新的医療，健康，ライフサイエンス」の

分野において，強みの一層の強化，競争

力・イノベーション・持続可能性の向上，

中小企業の振興を目的に

2．NRW 州政府の MKW が監督官庁として

3．クラスター組織である Cluster Medizin.

NRW に対して

4．（1）公開入札を通した契約と委託，（2）

資金提供，（3）年次および定期会議を通

した監督，（4）アドバイザリーボードの

会議への参加，（5）戦略プロセスへの参

加を通して，メタガバナンスを実施して

いる。

　最後に，上述のメタガバナーの三者に加え，

州内各市，州レベルの経済振興機関，およびド

イツ研究振興協会が，プロジェクトベースで

競争的資金を提供している。応募に向けて同

資金の要件を満たすために，Cluster Medizin.

NRW の協調的ガバナンスの「どのように（実

施）」に相当するネットワークマネジメントが

メタガバナンスのタイプ 方法 メタガバナー

1
ハンズ・オフ ＆ 限定的な介入

（ネットワーク・フレーミング）
指針の策定 ・EU

2
ハンズ・オフ ＆ 強力な介入

（ネットワーク設計）
ファンドの提供

・NRW 州政府，EU (ERDF)

・（プロジェクトファンドのみ）

州内各市，州レベルの経済振

興機関，ドイツ研究振興協会

3
ハンズ・オン ＆ 限定的な介入

（ネットワーク管理）

ネットワークのマネジメン

ト，プロセスへの影響（MD

との協議等）

・NRW 州政府

4
ハンズ・オン ＆ 強力な介入

（ネットワーク参加）

ネットワークの意思決定へ

の参画（戦略プロセスへの

参画等）

・NRW 州政府・連邦政府（た

だし，州政府の任命による） 

出所：筆者作成

図表 4．メタガバナンスのタイプ・方法・メタガバナー
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影響を受けるという点で，これらの主体がメタ

ガバナンスの役割を担っていることについても

考察の対象とする必要がある。

　なお，上述の着眼する理論的視点で紹介した

メタガバナンスのタイプに基づき，メタガバナ

ンスの方法とメタガバナーを図表 4 のように

分類することができる。介入度の強いメタガ

バナンス（ハンズ・オン ＆ 強力な介入）を含

め，主なメタガバナーとして Cluster Medizin.

NRW に近接する関係にある NRW 州政府が最

も多くの手法でメタガバナンスを実施している

ことを確認することができる。

　

3．協調的ガバナンスの創発と様式

　上述の周辺状況に直面して，主なメタガバ

ナーである州政府（MKW）により設立された

Cluster Medizin.NRW の協調的ガバナンスに

関しては，ガバナンスを捉えるための次元で整

理した内容から以下が確認された。

　第一になぜ（目的）については，図表 3 で紹

介した目的「革新的な医療分野における NRW

州の主導的な地位の獲得に向け・・・中心的な

コンピテンス・プラットフォームとしての役割

を担う」を維持し，取組むべきトピックおよび

ネットワークにおいて活動範囲を拡大してい

る。

　第二に誰が（ガバナー）について，Cluster 

Medizin.NRW 全体ではアクターの構成を反映

した科学，ビジネス，医療分野等から成るアド

バイザリーボードのメンバーによる協調的ガバ

ナンスが実施されており。その会議体にメタガ

バナーである MKW が参画している。さらに，

サブレベルのガバナンスとしてワーキンググ

ループであるライトハウスが挙げられる。ライ

トハウスは設立段階においてはアドバイザリー

ボードと MKW，および任命されたアクター

で構成される運営委員会が主導するが，立ち上

げ後においては意欲的なアクターがライトハウ

スのリーダーとして自律的な運営を推進し，ア

クターによる協調的ガバナンスが展開されてい

る。

　第三に何を（ガバナンスの対象）については，

Cluster Medizin.NRW 全体では企業，研究機

関・大学，大学病院，患者代表等で構成される

アクターであり，当クラスター組織のネット

ワークにおける中心的な存在である。本事例で

は，アクターは Cluster Medizin.NRW の一員

として登録されているが，メンバーシップ制は

採用されておらずメンバー料は徴収されていな

い。また，同制度を採用するクラスター組織の

ような規約も存在せず，アクターはその対象で

はない。サブレベルのガバナンス（ライトハウ

ス）においては，上述のようにアクターによる

協調的ガバナンスが展開されており，同ガバナ

ンスの中心となるリーダー的なアクターとその

他については流動的である。したがって，各ラ

イトハウスにおけるアクターは誰が（ガバナー）

および何を（ガバナンスの対象）の双方を担う

可能性を持ち合わせていると捉えることができ

る。

　最後に，どのように（実施）については，

Cluster Medizin.NRW 全体では MD をはじめ

とするスタッフが中心となり実施されている。

ここでは，クラスター組織の協調的ガバナンス

のガバナーであるアドバイザリーボードおよび

メタガバナーである MKW との協議と承認を

得てガバナンスを実施しており，具体的にはア

クター間の相互作用を促進するための場である

イベント・ワークショップ，およびライトハウ

スの設立・運営支援を中心に，マッチングやそ

の他関連する活動を通してネットワークマネジ

メントが行われることが該当する。サブレベル

のガバナンス（ライトハウス）においては，リー

ダー的なアクターが中心となり，自律的なガバ

ナンスが実施されている。

　

4．協調的ガバナンスの評価と進化

　Cluster Medizin.NRW の協調的ガバナンス

は，評価に基づき進化していることが確認され

た。まず評価に関しては，スタッフが関連分野

における NRW 州の全体的な状況の継続的な

モニタリングと分析によりビジネス環境を把握

し，また定期的に KPI の評価を実施している。

また，ライトハウスで活動するアクターの意向
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も吸い上げて意思決定に反映させることもあ

る。これら結果は，毎年の戦略プロセスの資料

に記載され，アドバイザリーボード，MKW，

および専門家が参照し戦略が策定されることを

通してガバナンスの進化に影響を与えている。

　これまでに確認された進化について，ガバナ

ンスを捉えるための次元に基づき整理すると，

●　なぜ（目的）では，新しいトピック（例

えば，ジェンダー医療など）に着眼し，

活動範囲やネットワークを拡大させてい

る。

●　誰が（ガバナー）については，新しく取

り組むトピックに基づき，アドバイザ

リーボードに新メンバーを迎え入れてい

る。

●　何を（ガバナンスの対象）については，

新たなトピックやそれに伴う新たなアク

ターの参画により，ガバナンスの対象と

なるネットワークも拡大している。

●　どのように（協調的ガバナンスの実施）

では，上述なぜ（目的）の見直しにより，

新しい活動・サービス（例えば，新しい

ライトハウスの設立等）が実施されてい

る。

　以上から，ガバナンスとマネジメントの関係

については，後者の有効性（つまり，ネット

ワークマネジメントとしての「どのように」）

を高めるために，ガバナンスの他の次元である

「なぜ」，「誰が」，「何を」の進化を伴っており，

ガバナンスを捉える次元間で一貫性を有するこ

とを確認することができる。

　

Ⅵ．結論と今後の研究課題

　本研究では着眼する理論的視点に基づき，ド

イツ NRW 州のクラスター組織である Cluster 

Medizin.NRW の事例研究の結果を考察するこ

とで，地域産業の振興に向けた異分野間連携を

促進するためのガバナンスとマネジメントの有

効性について，周辺状況（メタガバナンスを含

む）の影響と，協調的ガバナンスの創発と進化

に関する一定の知見を得ることができた。また

協調的ガバナンスにおいては，クラスター組織

全体のガバナンスに加え，特定のトピックにお

ける連携促進に直接貢献するサブレベルのガバ

ナンス（すなわち，ワーキンググループに相当

する事例研究のライトハウス）にも着眼する必

要があることを事例研究より明らかにすること

ができた。

　本研究のテーマに関して，筆者は欧州諸国に

おける同様のクラスター組織を中心に複数の事

例の調査を進めている。今後の研究課題として，

まず本稿で紹介した事例研究は協調的ガバナン

スの創発と進化に対して，主に州政府により介

入度の強いメタガバナンスを実施していること

を特徴とする単一の事例研究に基づいている。

そこで本研究テーマにおける信憑性の高い理論

構築に向けて対象事例の範囲を拡大し，協調的

ガバナンスの創発・進化のプロセスとメタガバ

ナンスの影響に加え，クラスター組織の活動の

資金源，ボードメンバーの指名・構成・役割，

メンバーのステータス等にも着眼し，複数事例

を比較分析することが必要であり，今後の取組

みとする。
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